
【各校の取組状況の把握について】 

令和６年度 

学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標            学力向上検討委員会構成 

 

  倉橋 誠一   印 

                                                                                           

（１）知識・技能の習得 

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

〇学校生活は落ち着いており、授業も真
面目に取り組むことができている。提出
物はほとんどの生徒が提出できている。 
●家庭学習が不十分なため定着が不十分
である。 

・自ら課題を設定したり、仲間と協働したりしなが

ら、課題解決や探究に取り組むことができる。 

・宿題に時間をかけて丁寧に取り組むとともに、タ

ブレットドリルや自主学習ノート等を活用して復

習し、知識技能を身に付けることができる。 

・読書に慣れ親しみ、言語活動の基礎となる言語能

力を高め、日常生活の中で活用することができる。 

・授業中の発問等を工夫して、生徒達を夢中にさせる授

業展開を考える。 

・休み時間や放課後等に｢質問教室｣を開催することで、

生徒が気軽に質問することができる場を設ける。 

・タブレットや教材を有効活用する。 

・「学習の手引き」などを活用し、家庭との連携をはかる。 

 
 

  

（２）思考力・判断力・表現力等の育成 
児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

〇ペア学習やグループ学習を取り入れ、
効果的に学習している。聞く態度がよく
身についている。 
●記述式の問題を苦手とする生徒が多
い。 

・タブレットを活用し、必要な資料を集
めたり、関連する情報を集めたりして考
えを比較し、整理し、自分の考えをまと
めることができる。 
・記述式の問題に対して、伝えたいこと
や考えを整理して分かりやすく書くこ
とができる。 

・発問を工夫し、生徒が主体的に考え、判断
し、表現するような授業づくりに取り組む。 
・プレゼンテーション等をする機会を設け、
調べたり、自分の考えをまとめ発表したりす
る時間を増やす。 
・授業や定期テストで記述問題を出題し、粘
り強く取り組む姿勢を身につけさせる。 

   
 

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成 
児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項 

〇英検取得に対する意欲をもつ生徒が増
え、昼休みや放課後にも学習している。 
●学習に積極的であるが、結果がついて
こない。 
●テスト前における家庭学習の時間にば
らつきが見られる。 

・英検の受験率 80%以上である。 
・自分の課題を自ら見つけ、目標を定め、
計画や見通しを立てて学習等に取り組
むことができる。 
・自分に合った学習計画や学習の仕方を
工夫することができる。 

・昼休みや放課後に、英検対策教室を設ける。 
・タブレットドリル等を活用し、生徒個々の
レベルに応じた教材に取り組ませる。 
・自主勉ノートやエラーズノートを活用する
ことで、生徒が自ら学ぶ姿勢を育てていく。 
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